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　　　　　　　　　　　　　　　　　　A逓STRACT

　The　responses　of　Ine1anophores　m　1so1ated．sca1es　of　0〃肋α3　Z〃ψ63to

beta－pheny1ethy1amme　were1n∀est1gated　under　a　m1croscope．Beta　pheny1ethy1－

amme（10■L1O■3M）1nduced－concentrat1on　of　the　p1gment　w1th1n1merv・ated

me1anophores，but　d1d　not　do　w1th1n　dener∀ated　ones　When　beta－pheny1ethy1－

am1ne　was1oca11y　app11ed．on　a　sca1e　w1th1mer▽ated－me1anophores，on1y

those　1n　the　apP11ed　area　responded　1n　c1ear　contrast　to　the　rema1n1ng　ones

wh1ch　rema1ned　m　a　cond1t1on　of　fu11d，1spers1on．　These　resu1ts　皿ay　be

1nterpreted　to　md1cate　that　the　d．rug　may　acts　upon　the　concentrat1ng＿ner▽e

end－ings　to　cause　a　re1ease　of　an　actiye　neurohumour．The　fai1ure　of　the　d．irect

act1on　on　me1anophores　may　be　attr1butab1e　to　the　absence　of　the　pheno11c　OH

group　on　the　rmg　1n　the　structure　of　the　dru島　The　m．e1anophores　treated．

w1th　the　d－rug　＝ma1nta1ned－a　concentratmg　state　for1ong　t1me　e▽en　after

the　test　so1ut1on　was　rep1aced　w1th　phys1o1og1ca1so1ut1on．

　メダカの摘出うろこ黒色素胞に対する　sympathommet1cam1neの作用に関して，第I報

およぴ第■報ではそれぞれ芳香環に2個およぴ1個のOH基をもつ薬物について述べ，黒色素

胞のアトレナリン凝集には芳香環のOH基が重要な意味をもつことを指摘した。今回は芳香環

にまったくOH基をもたないary1a1ky1am1ne類のうち，直鎖状炭素群にもOH基をもたない

beta－pheny1ethy1am1neについて，黒色素胞に対する作用を調べた。

　　　　　　　　　　　　　　　材　料　　と　方　法

　野生型メタカ0ブツ湖∫Zα妙θ∫（体長22－35刎物）の摘出うろこ黒色素胞を材料として用いた。

胴部の体表から抜き出したうろこの一枚をガラス製トラフに固定し，黒色素胞の状態を顕微鏡
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で観察した。摘出後のうろこは試験液を作用させる時以外は常に生理的塩類溶液　（M／7．5

NaC1l　M／7．5KC1：M／11CaC12＝100：2．0：2．1，NaHC03によりPH7．2に調節してある。）

に保った。beta－Pheny1ethy1amne塩酸塩はこの生理的塩類溶液に溶解したものを用いた。KC1

溶液としては生理的塩類溶液と等張（M／7．5）のものをNaHC03でPH7．2として使用した。

黒色素胞の状態は任意に選んだ1本の枝の長さの百分率で表わし，完全拡散状態を100，完全

凝集状態をOとした拡散度で表わした。神経退化標本の作製および神経退化の確認は既報（伊

賀，1968a）のそれと同じであった。

結

　1．正常黒色素胞に対する作用

　薬物の適用に先だって，等張KC1溶液を3－5分作用させて，黒色素胞の完全凝集値を測

定した。

　各種濃度（10－LlO｝3M）のbeta－Pheny1ethy1ammeを10分間作用させ，その際に誘起さ

れる反応を記録した。その後再び生理的塩類溶液にかえし，その液申での状態の変化を観察し

た。各濃度での代表例を第1図に示した。黒色素胞凝集に対するいき濃度は10■6M程度でありタ

　　ーOO　　　い　　　　　　　　　　　　　　10・5Mでは黒色素胞はほぽ完全な凝集を示

　　　　　　　iO・4M　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。処理後，生理的塩類溶液に戻すと，

　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　10－6M処理ではその凝集状態がほとんどそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一のまま持続され，10－5Mでは凝集がさらに

事　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　’進行した。このようにbeta－Pheny1ethy1一

）■OO　　　　　　　　　　　　　　　　　　ammeは，それで処理すると，生理的塩類
　二　　　　　10－5M
7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’溶液に戻した後にでも凝集が持続したり夕

　ま5d；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらには進行する性質が著しい。

ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このような測定を各濃度について11－12
　　　0　　　　　　　　　　　一
　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例行い，試験液適用申での最大凝集値から
引OO　　　　　　　1
亡　　　　！O’6M　　　　　　　　　　　　　平均値と標準誤差を算出し，濃度一反応関

　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係を求めた（第2図）。これより黒色素胞
　Σ50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を半凝集させるための濃度を求めると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．3×10，6Mlとなった。
　　　O

　　　05101520　　　←一帥h・ryle干h一→1←一physlolsol一→

　　　　、　　　　Time　in　minufeS

　F1g　l　Typ1ca1responses　to　beta－pheny1－

ethy1amme　of　mner∀ated　me1anophores　of

0η由α31α妙狐Room　temp．：18．2－19．2℃。

　2．神経退化黒色素胞に対する作用

　あらかじめ等張Kαを作用させ，黒色素

胞の凝集がまったく起こらないことを確認

した。正常黒色素胞の場合と同様の濃度範

囲のbeta－Pheny1ethy1almmeを作用させた
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が，いずれの濃度においても

　　　　　　　　　　　　　　　　　lOO
黒色素胞の凝集はまったく認

められなかった。

　3．薬物の局所適用

　薬物を局部的にうろこに作

用させるため，先端口経約　　　で50

100μのガラスピペットを薬

物の溶解した生理的塩類溶液
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
を入れた液槽に連結し，液槽　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　：1≡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

の液面を観察用トラフより高

くして水圧により試験液をピ　　　　　O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　O‘ア　　　　　　　　　　　　1O■6　　　　　　　　　　　　10，5　　　　　　　　　　　　10－4

ペット先端より噴出させると　　　　　　　　C。。。。。十。。十i。。。f戸一ph、、yI、干hyI．min、（M〕

ともに反対側からこのピペッ　　　　　　F1g2　Strength－response　re1atlon　m　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　concentrat1on　respose　toβ一pheny1ethy1amme
トに対向する位置に入れた同　　　　　of　mn。。vated　me1anopho。。。。f0。ツ舳。Zα妙θ。

様のピペットで吸引して生ず　　　　　Pe「Pend1cu1a「s　d「awn　uP　and　dOwn　f「om　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　c1rc1es　1nd1cate　the　standard　　errors　of　the

る試験液の細い流れが，うろ　　　　　m・an　R00m　t・mp　182－210◎C

この一部に当たるようにした。トラフ申の生理的塩類溶液は水流ポンフにより一方向に流し，

ピペットから出た液の流れが拡がらないようにした。このような方法で，うろこの一部に試験

液を作用させると，その部分の黒色素胞たけが凝集し，それに隣接する生理的塩類溶液申にあ

る部位の黒色素胞には凝集は拡がらなかった。

考　　　　　　察

　beta－Pheny1ethy1ammeはネコ，ウサギ等の血管，瞬膜，虻彩，ほうこう，腸管等の平滑筋

に対して，sympathommet1c　act1onをもつ。その作用は除神経およぴreserp1ne処理後では

著しい減弱を示すか，　または消失することから，　この薬物は典型的な間接型のsympatho－

m1met1c　ammeとされている（F1e＆enste1n　and　Burn，1953，Mar1ey，1962，Trende1enburg

et　a1．1962）。一方，beta－Pheny1ethy1ammeは魚類黒色素胞についても。すでにBarbour

and　Spaeth（1917）により肋〃〃Z〃5で凝集効果をもつことが簡単に報告されているが，その

詳細，特にその作用点については明らかでない。本実験においても，beta－Pheny1ethy1amme

はメダカの正常黒色素胞を凝集させる作用をもち，1016－10■4M範囲では濃度が高い程その効

果は大であった。しかし，神経退化黒色素胞では凝集はまったく認められず，この点，この薬

物は哺乳類の平滑筋に対する作用と似ており，魚類黒色素胞凝集に関しても純粋な間接型アミ

ンに分類することができる。　また，正常黒色素胞を含む摘出うろこの一部にbeta－Pheny1－

ethy1ammeを作用させた場合，凝集はその作用部位だけに限られることから，この薬物は凝集神
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　F1g3　Effect　of1oca1app11cat1onof　beta－pheny1ethy1amme　on　the　sca1e　me1anophores　of

Orツ別α∫Zα妙ωA　d1spers1on　state　m　phys1o1og1ca1so1ut1on　B　and　C　3and5mmutes　after

outf1ow　of　the　test　so1ut1on，on1y　the　me1anophores　m　the　treated　area　respond1n　c1ear

contrast　to　the　remammg　ones　wh1ch　remalne　m　a　cond1t1on　of　fu11d1sperslon　D　5mmutes

after　the　stop　of　outf1ow　of　the　test　so1ut1on　An　arrow　md1cates　the　d1rect1on　of　the　stream

of　beta－pheny1ethy1amme　so1ut1on　p　m1crop1pette

経末端に働いて伝達物質の放出を促すとされているK＋その他いわゆる黒色素胞刺激性イオン

の作用（藤井，1958，Fu］11．1959）と似ている。ephedmeもまた口甫乳類の平滑筋に対して著しい

sympathommet1c　act1onをもつ。この作用は除神経後，器官によりいろいろな程度で減弱は

あるが，消失しないことから混合型アミンに入れられている（Mar1ey，1962）。一方，メダカ

黒色素胞ではephedr1neは正常黒色素胞を凝集させるが，神経退化後では凝集を起こさせ得

ない（松井，1965）。beta－Pheny1ethy1am1neとephedrmeはいずれもヘンセン核にOH基

を欠ぐ点では共通であり；これらの薬物あ黒色素胞に対する直接作用の消失はこの点において

説明できるだろう。また両薬物の正常黒色素胞に対する凝集効果には明らかな差は認められな

い。0ctopammeはtyrammeのβ炭素の水素1個がOH基で置換された薬物であり，両者の

正常黒色素胞に対する凝集活性には有思の差は認められなかった（伊賀，1968b）。このことは

間接作用にはβ炭素OH基は重要な関与がないのかもしれないが，今後の研究に倹ちたい。

beta－Pheny1ethy1ammeの作用として著しいことは，正常黒色素胞にそれを作用させると，生

理的塩類溶液にかえした後も凝集が持続的であることである。　この点についてもephedrine

の後作用と似ている。

fig10801.pdf
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要　　　　　　約

　1　メダカの摘出うろこ黒色素胞を用い，beta－pheny1ethy1am1neの作用を調べた。

　2　beta－Pheny1ethy1am1ne（10－6－10－3M）を作用させると，正常黒色素胞では凝集が起

こるが，　神経退化黒色素胞では凝集はみられない。　またうろこの一部にbeta－Pheny1ethy1－

ammeを作用させると，凝集はその部域のみに起こり他に拡がらない。これらのことから，（a）

beta－Pheny1ethy1ammeは凝集神経末端を刺激することにより果粒凝集に働くと考えられる。

lb〕黒色素胞に対する直接作用の消失はbeta－Pheny工ethy1ammeの分子構造申のPheno11c

OH基の欠除に起因すると思われる。

3　この薬物を作用させたあと生理的塩類溶液に戻すと，後作用による持続的凝集が著しい。
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